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   Determination of occult blood of urine by means of "Hemasticks" and microscopic 
examination of urinary sediment were simultaneously performed in 302 patients with 
urological diseases and 50 patients without any urological abnormalities, totally 352 cases. 
The results confirmed that negative reaction of "Hemasticks" indicates none or very few 
red cells in urine, while positive of "Hemasticks" indicate the  3-10 red cells in one high 
power field being as one plus positive, 11-30 red cells as two plus positive and 31 or 
over red cells as three plus positive. It was concluded that determination of occult blood 
of urine with "Hemasticks" is not only able to detet presence of urinary red cells but is 
also able to examine grade of hematuria semiquantitatively. It will be worthwhile to 
use "Hemasticks" at mass-examinations when a large number of samples have to be 
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皿.検 査 対 象
本試験の検査対象としては昭和40年10月より昭和41
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例,尿 道下裂5例,夜 尿症6例,陰 茎癌2例 であっ
た.
IV.検査 成 績
腎,尿 管 疾 患107例,膀胱疾 患119例,そ の 他 の疾 患
76例,泌 尿 器 科的 に異 常 を み な い も の50例の各 症 例 に
つ い て新 鮮 尿 を 採取 して,ま ず ヘ マス テ ィ ノ クスに よ
る尿 潜 血 反 応 を施 行,つ い で尿 を1,500回転,10分 間
遠 沈 し て沈 渣 を採 取 し,顕 微 鏡 的(×400)に赤 血 球 の
計数 を行 な った.
L腎,尿 管疾 患(表2)
腎 結 石 症 に 対 し ヘ マス テ ィ ・クス に よ る尿潜 血 反 応
お よび 尿 沈 渣検 鏡 を22例に施 行 した が,(一)は1例,
(+)は10例,(什)は6例,(帯)eよS例 であ り,尿
中赤 血 球2-3が4例,3-4が4例,5-6が4
例,7-10が2例,11-20が3例,31以 上 が5例 で あ
った.ま た 尿管 結 石 症 に お い ては23例に検 査 を 行 な っ
た が,ヘ マ ス テ イ ノクス(一)が3例,(十)が14例,
(什)が2例,(帯)が4例 で あ り,尿 沈 渣 中 の赤 血
球 数0-1が1例,2-3が5例,3-4が5例,5
-6が5例 ,7-10が1例,11-20が1例,21-30が
2例,31以上 が3例 で あ った.さ らに 遊 走 腎 にお い て
は24例に検 査 を 施行 した が,ヘ マ ス テ ィ ・クス(一)は
9例,(+)は9例,(督)は4例,(帯)は2例 で あ り,
尿 沈 渣 中 の赤 血 球 数 はO-1が7例,2-3が4例,
3-4が1例,5-6が4例,7-10が3例,11-20
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が1例,21-30が3例,31以上 が1例 であ った.腎 お よ
び 腎孟 腫 瘍5例 に お い て は ヘ マ ス テ ィ ッ クス は 全 例
(帯)で あ り,尿 中赤 血 球 数 も全 例30以上 を示 し た.
ま た腎 結 核14例にお い ては ヘ マス テ ィ ノ クス(一)が
4例,(+)が8例,(督)が1例,(榊)が1例 で あ
り,尿 沈 渣 検 鏡 で は 赤 血球 がO一 ユが1例,2-3が
3例,3-4が2例,5-6が5例,7-10が1例,
11-20が1例,21-30が1例 に認 め られ た.さ らに 特
発 性 腎 出 血7例 に お い て は ヘ マ ス テ ィツ ク スは(什)
が1例,(帯)が6例 で あ っ た が,尿 中赤 血 球 を み る と
(督)の1例 の みが21～25であ り,他 の全 例 は 数 え き
れ な い ほ ど多 数 認 め られ た.つ ぎに 慢 性 腎 孟 腎炎 に お
い ては4例 に検 査 を行 な った が,へvス テ ィ ノ ク ス
(一)が3例,(+)が1例 で あ り,尿 中 赤 血球 数 も
O～1が2例,2-3が1例,3-5が1例 で あ っ
た.ま た 急 性 腎炎5例 にお い ては ヘ マス テ ィ ッ クス
(一)1例,(+)4例,(借)1例 で,尿 沈 渣 中 の赤
血 球 検 索 で は2-3が2例,3-4が2例,25-30が
1例 で あ り,嚢 胞 腎3例 に お い て はヘ マス テ ィッ クス
(一)1例,(+)1例,(冊)1例 で,尿 中赤 血 球 数
も0が1例,5-6が1例,23-25が1例 で あ った.
2.膀 胱 疾 患(表3)
急 性 膀 胱 炎 に お い ては ヘ マス テ ィ ノクス に よる尿 潜
血 反 応 お よび 尿沈 渣 検 鏡 を49例に施 行 した が,ヘ マス
テ ィッ クス(一)は3例,(+)は20例,(升)は14例,
(冊)は12洌で あ り,尿 沈 渣 の検 鏡 で 赤 血 球数 は2-
3が2例,3-4が9例,5-6が4例,7-10が8
例 し11-20が11例,21-30が6例,31以上 が8例 であ
った.ま た 慢 性膀 胱 炎 は48例につ いて 検 査 を行 な った
が,ヘ マス テ ィ ックス(一)は11例,(十)は35例,
(井)は2例 で あ り,尿 沈 渣 中 の赤 血球 数 は1-2が
4例,2-3が12例,3-4が13例,5-6が6例,
7-10が11例,11-20および21-30がそれ ぞれ1例 で
あ った.さ らに膀 胱 癌13例にお い て は,ヘ マ ス テ ィ ッ
クス(+)が2例,(升)が1例,(粁)が10例 で あ
り,尿 中 赤 血球 数 は3-5が1例,11-20が2例,31
以 上 が10であ った.つ ぎ に神 経 因 性 膀胱9例 で は,ヘ
マス テ ィ ッ クス(一)が1例 ,(+)が7例,(昔)が
1例 で あ り,尿 沈 渣 中 の赤 血 球 数 は2-3が2例,3
-4が3例 ,5-6が1例,7-10が2例,21-30が
1例 で あ った.
3,そ の 他の 疾 患(表4)
慢 性前 立 腺 炎25例に対 しヘ マ ス テ ィツ クス に よる尿
潜 血 反 応 お よび尿 沈 渣 中 の 赤 血球 数 を検 索 したが,ヘ
マ ス テ ィ ノクス(一)は9例,(+)は14例,(昔)お
よび(帯)は それ ぞ れ1例 で あ り,尿 中 赤 血球 数 は0
-1が7例 ,2-3が7例,3-4が7例,7-10が
3例,31以上 が1例 で あ っ た.ま た 前立 腺 肥 大 症10例
では,ヘ マ ス テ ィ ノクス(一)が4例,(十)が3例,
(帯)が3例 であ り,尿 沈 澄 中赤 血球 数 は0～1が4
例,2～3が1例,3-4が2例,21-30が1例,31
以 上 が2例 で あ った.さ ら に前 立 腺癌4例 で は,ヘ マ
ス テ ィ ノ クス(一)お よび(+)が それ ぞ れ2例 で,
尿 中 赤血 球 数 も1-2が1例,2-3が3例 で あ り,
慢性 精 嚢腺 炎1例 で は,ヘ マ ス テ ィ ノクス(一)で 尿
沈渣 中 の赤 血 球 は0で あ った.つ ぎ に急 性 尿 道炎5例
に お い ては,ヘ マ ス テ ィ ノクス(一)が1例,(十)
お よび(粋)が それ ぞ れ2例 で,尿 中 赤血 球 数 は2-
3が1例,3-4が2例,11-20が2例 で あ り,慢 性
尿 道 炎18例に お い ては,ヘ マ ス テ ィ ッ クス(一)お よ
び(+)が それ ぞ れ9例 で,尿 沈 渣 中 の赤 血 球 数 は0
-1が3例 ,2-3が8例,3-4が5例,5-6が
2例 で あ った.ま た 尿道 下 裂5例 で は,ヘ マス テ ィ ッ
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がそれぞれ1例 であり,夜尿症6例 では,ヘ マスティ
ックス(一)が4例,(十)が2例 で,尿 沈渣中の赤
血球数は0-1が4例,3-4お よび5-6が それぞ
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を認 め ない 症 例50例,計352に つ い てヘ マ ステ ィ ッ ク
ス に よる尿 潜 血 反 応 と尿 蛋 白 との 関係 を も 検 討 し た
が,ヘ マス テ ィ ノク ス(一)の もの120例で は 蛋 白(一)
が90例,(±)が24例,(+)が6例 で あ りヘ マ ス テ ィ
ッ クス(+)の もの144例では,蛋 白(一)が12例 ,
(±)が85例,(+)が42例,(什)が5例 であ った.
また ヘ マ ス テ ィ ッ クス(壮)の もの37例 で は,蛋 白
(±)が5例,(+)が21例,(什)が11例 で あ り,ヘ
マス テ ィ ッ クス(併)の もの51例で は,蛋 白(±)が












































表5.尿 蛋 白 とヘ マ ス テ ィ ッ クス
蛋白
計 107 119




























す なわ ちヘ マス テ ィ ノクス に よ る尿 潜 血 反 応 の 程 度 が
高度に な るに つ れ 尿 蛋 白の 程 度 も上 昇 して い た が,こ
れ は血 尿 の程 度 と尿 蛋 白 の 程 度 が ほ ぼ 平 行 す る こ とを
示 してい る もの と考 え られ た.
6.小 括
泌尿 器 科 的 疾 患302例 お よび 泌 尿 器 科 的 に全 く異常
を認 め ない 症 例50例,計352例 に つ い て ヘ マ ス テ ィ ノ
クス に よる尿 潜 血 反 応 お よび 尿 沈 渣 中 の 赤 血球 数 の検
索 を行 な った が,'まず 各 臓 器 別 疾 患 と血 尿 の程 度 につ
い てみ る と,腎,尿 管 疾 患107例 に お い て は 尿 中 赤血
球 数が0-1,の もの12例,2-3の もの19例,3-4
のも の15例,5-6の もの16例,7-10の もの10例,
11-20のもの6例,21-30の もの10例,31以上 の もの
19例で あ った.ま た 膀 胱 疾 患119例 に お い て は0-1
の もの4例,2-3の もの17例,3-4の もの25例,
5-6の もの11例,7-10の もの21例,11-20のもの
14例,21-30のもの9例,31以 上 の もの18例で あ り,
そ の他 の 疾 患76例に お い て は0-1の もの22例,2-
3の もの22例,3-4の もの18例,5-6,7-10,
11-20のもの そ れ ぞ れ3例,21-30の もの2例,31以
上 の もの3例 で あ った(表6).す な わ ち 泌 尿 器科 的
疾 患302例 の 尿 中 赤 血 球 数 は0-1の もの38例,2-
3の もの58例,3-4の も の58例,5-6の もの30
例,7-10の も の34例,11-20のも の23例,21-30の
もの21例,31以上 の も の40例で,泌 尿 器 科 的 疾 患 に お
い て は そ のほ と ん どが 血 尿 を 呈 して い る こ とが 了 解 さ
れ る.
つ ぎ に これ ら泌 尿器 科 的 疾 患302例 と泌 尿 器 科 的 に
全 く異 常 を 認 め な い 症例50例,計352例 につ い て 血 尿
の程 度 とヘ マ ス テ ィ ッ クス の 相 関性 を検 討 した が,尿
中赤 血 球 数 が0-1の も の88例で は ヘ マ ス テ ィ ッ クス
が全 例(一)で あ り,2-3の もの58例で は(一)が
32例,(+)が26例,3-4の もの58例では 全 例(+),
5-6の も の30例で も全 例(+),7-10の も の34例
で は(+)が29例,(甘)が5例,11-20の も の23例
で は(十)が1例,(什)が22例,21-30の も の21例
で は(廿)が10例,(柵)が11例,31以 上 の もの40例
で は全 例(冊)で あ った(表7).す な わ ち尿 中 に赤


















































血 球 が 存 在 しな い場 合 には ヘマ ス テ ィ ツ クスは(一)で
あ り,2-3の もの で は ヘ マス テxッ クス は(一)を
示 す 場 合 もあ る し(+)を 示 す こ と もあ るが,3-10
の もの では ヘ マス テ イ ノク スは(+)を 呈 し,ま た11
-20の もの では(鮭)を,21-30の もの で は(什)な
い し(柵),31以 上 の もので は(冊)を 示 す こ とが 判
明 し た.す な わ ち 尿 中 に赤 血 球 が 存 在 しな いか あ るい
は ご く少数 存 在 す る場 合 に いヘ マス テ ィ ノクス は(一)
を示 す が,検 鏡 で1視 野 に3-10の 赤 血球 が認 め られ
る よ うに なれ ば ヘ マ ス テ ィツ クス は(十),11-30認
め れ ば(粁),31以 上 認 めれ ば(帯)を 呈 す る こ とが





































言ではない.本 邦の統計によれば結 核 が 最 多
で,つ いで結石,腫瘍の順であり,欧米では腫














































夏 目他:ヘ マス テ ィ ツ クス の使 用 経験
の難 点が ある.こ れに対 し米国 工一ムス社 で研
究開発 された ヘマステ ィッ クスはヘ モ グ ロ ビ
ンの存在 に よる酵 素反 応を応用 したDipand
Read形式 の試 験紙 で,Adamsetal.7}はヘマ
ステ ィッ クスに よる尿潜血 反応 を202症例 の尿
について検索 した ところ,顕 微 鏡的血尿 の全 く
認め られない29例では全 く陰性,顕 微鏡的血尿
のみ られ た173例では90%が陽性 であった とし,
しか も10%の陰性例で は沈渣 中の赤血球が はな
はだ僅少 な例 のみで あった と報 告 している.わ
れわれ もヘマ スティッ クスに よる尿潜血反応 と
尿沈渣 の顕微 鏡的検索 とを 泌尿器科的疾患302
例 お よび泌尿器科 的に全 く異常 を認 めない症例
50例,計352例につ いて行 なったが,顕 微鏡的
に全 く血尿 を認め ない もの88例ではヘマ スティ
ヅ クスは全例(一)で あ り,尿 中赤血球2-3
の もの58例では(一)32例,(+)26例,3-





(冊)で あった.す なわ ち尿 中赤血 球が存在 し
ない場合 には ヘマステ ィッ クス は(一)で あ
り,3-10のもので は(+)を示 し,11-20のもの
では(升)を,21-30の もので は(甘)な い し
(冊),31以上 の ものでは(冊)を 示 す ことが判
明 した.ま た この成績 よ り尿中 に赤血球 が存 在
しないか あるいは ご く少数存在 す る場合 にはヘ
マスティ ツクスは(一)を 示すが,検 鏡 で1視
野に3-10の赤血球 が認 め られ るように なれば
ヘマスティツ クスは(十),11-30認 め れ ば
(什),31以上認 めれば(什)を 呈 す ることが推
定 され,ヘ マステ ィヅ クスに よる尿 潜血反応 に
おいては単 に尿 中赤血 球 の存在 のみでな く血尿
の度合 まで あ る程 度知 りうることを示 している
もの と思われ た.さ らに こうした事実か らヘ マ
ステ ィッ クスははなはだ軽度 の血尿 では反応 し
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